
１ 趣　旨

２ テーマ

３ 日程・内容

回 演　　　　　　　　　題 講　　　師

事例紹介

 　　①介護保険制度における課題と今後の展望 城西大学現代政策学部 教授　于 洋

　　 ②介護現場から見る外国人介護人材の活用と課題 ㈱リエイ 人財開発部長　　  小石川 高士

　　 ③介護ロボットの普及促進と介護人材確保の課題 日本医療科学大学保健医療学部
　　　　　　　　　　 教授  小林 毅

 　　④外国人介護人材の確保と教育―地域連携受け入れ構想― 城西短期大学ビジネス総合学科
　　　　　　　　　 准教授　田渕 敬光

2 英国・アイルランド文学とパンデミック：ペストとスペイン風邪を中心に
城西大学語学教育センター
助教  伊東　裕起

3 新型コロナウィルスとは？　～彼を知り己を知れば百戦殆からず～
城西大学理学部化学科
教授　森田　勇人

４ 　主　　 催
　共　　 催
　後　　 援

５ 　会　　 場

６ 　開催時間

７ 　対　　 象

８ 　募集人数

９ 　受 講 料

１０ 　修了証書

１１ 　申込期間

１２ 　お申し込み

１３ お問合せ先

　 　　　　　　　　注) 新型コロナウイルス感染拡大状況により講座期間中であっても中止となる場合がございます。

ポストコロナ社会を生きぬくために

※事務取扱時間　月～土（日・祝日除く）   ９時～１１時３０分 及び　１２時３０分～１７時 

　　　　　第4１回（2022年度）　城西大学公開講座実施要項

城西大学および城西短期大学では教育研究の成果を広く地域に開放し、高度化、多様化する地域住民の学習意欲と地域社会の
ニーズに応えるために公開講座を開講します。
なお、本講座は埼玉県の「埼玉まなびぃプロジェクト協賛事業」です。

城西大学・城西短期大学・日本医療科学大学

坂戸市・鶴ヶ島市・日高市・川越市・飯能市・東松山市・毛呂山町・越生町・鳩山町・川島町の各教育委員会、
埼玉新聞社

城西大学 清光会館２階ホール　<東武越生線　川角駅下車　徒歩約１０分>
※公共交通機関をご利用ください。車両の学内乗入れはできません。

午後１時３０分～午後３時３０分　※開催時間は変更される場合があります。

 １０月１２日（水）

 １０月　６日（木）

２０２２年８月２３日（火）～２０２２年９月９日（金） <必着>　　

E-mail、ハガキ、FAX、インターネット申込のいずれかで、一名につき一つの方法でお申込みください。

  ※電話での受講申込みは受付けておりません。

〒３５０-０２９５　坂戸市けやき台１－１　城西大学 地域連携センター事務室
　　　　　　　　　電話番号： ０４９-２７１-７７１３　　FAX番号： ０４９-２７１-８０９８
　　　　　　　　　E-mail： j-clic@stf.josai.ac.jp

日　　程

　📝ハガキ、FAXの場合

　　 あて先（ハガキ）　〒３５０-０２９５ 坂戸市けやき台１－１ 城西大学 地域連携センター事務室
　　 あて先（ＦＡＸ）　　 ０４９-２７１-８０９８

　 　「公開講座申込み」と明記いただき、①～⑧を記入のうえお送りください。
　 　①氏名（漢字）、②氏名（ふりがな）、③郵便番号、④住所、⑤年齢、⑥性別、
　　 ⑦電話番号、⑧緊急連絡先電話番号（講座日の日中に連絡がとれるご家族の方）

 　　●全体討論

ポストコロナにおける地域介護人材について

 　９月２０日（火）1

　✉E-mailの場合
　 　申込先　j-clic@stf.josai.ac.jp

     メールのタイトル：「公開講座申込み」とお書きください。
　　 メールの本文に、以下の①～⑧をご入力のうえ送信ください。
　 　①氏名(漢字)、②氏名（ふりがな）、③郵便番号、④住所、⑤年齢、⑥性別、
　　 ⑦電話番号、⑧緊急連絡先電話番号（講座日の日中に連絡がとれるご家族の方）

　📱インターネットの場合

     下記のURLまたはスマホから二次元バーコードにアクセスのうえお申し込みください。
　　 https://forms.office.com/r/FESa9kvdW0

　〇事前申込制とさせていただきます。また、当日は指定された座席をご利用ください。

埼玉東上地域大学教育プラットフォーム（TJUP）

      また、「新型コロナウイルス感染リスクに関する同意書」をご提出いただきます。

無料

全３回を受講された方には修了証書を後日郵送いたします。

１８歳以上の一般および高校生（埼玉県在住・在学・在勤の方）

各回１１０名 （申し込み多数の場合は、抽選とさせていただく場合がございます）

　○受講者は、受講時の新型コロナウイルス感染防止対策にご協力いただきます。

　○お申込み〆切後に受講者の方へ受講書類を発送いたします。


